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陽性者 陰性者 検査数 陽性率（7日移動平均・右軸） 

① 県内の新型コロナウイルス検査数と陽性率の推移 

合計：6,619名 （2/13~8/4) 
うち陽性者173名 陽性率2.6% 

陽性率（7日移動平均） 
最高  7.0% 7/31 

７月に入り、検査数が増加しましたが、感染者数も増加したことから、陽性率が高くなった 

検査数件 陽性率％ 
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帰国・県外滞在（375名） 

医師判断等（2,046名) 

味覚嗅覚異常（160名) 

肺炎像あり（931名） 

陽性率7日間移動平均（右軸） 

② 肺炎・発熱等患者の検査の状況 

合計：3,512名 （2/13~8/4) 
うち陽性者61名 陽性率1.8% 

7/8～8/4の平均陽性率
3.5% 

肺炎の患者は季節的な要因から、第一波より少ない状況 



        ③ 感染者数の推移 
令和２年７月末判明（8/1発表）分まで 

（１６３件） 

７月に入り、新規感染者数は急増しています。７月３１日には、一日の感染者数が１３名とこれまでの最高となった 

第一波 第二波 
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④ 年齢と性別 

男性（３６名） 男性（５６名） 女性（４４名） 

1 

2 

7 

11 

6 

4 

3 

2 4 

4 

1 

1 

9 

2 

1 

5 

7 

22 

3 

３ 

8 

９ 

2 

2 

1 

８ 

７ 

５ 

12 

6 

第一波 第二波 

2 

３ 

令和２年７月３１日までの 
検査で判明した１６３人を対象 

第一波では男女とも５０代が中心であったが、第二波では２０代の若者が中心となっている。とくに男性の感染例が多い 



⑤ 症状 
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呼吸困難 

胸痛 

全身倦怠感 

頭痛 

嘔吐・嘔気 

関節筋肉痛 

食欲低下 

下痢 

味覚異常 

嗅覚異常 

6月～7月判明分 

2月～5月判明分 

・年代が低いこと
から肺炎の併発は
第一波より少ない 

・味覚異常・嗅覚
異常の多さが第二
波の特徴 
・当初は無症状で
も、入院期間中に
発症し継続するこ
とがあり注意を要
する 

第二波 

第一波 



⑥ 重症度 

【第一波】 【第二波】 

※ 令和２年７月３１日までに陽性が判明した者について、８月６日１０時時点の状況をもとに作成。 
  第二波分については、入院中の者を含むため､今後症状の変化が起こりうる。   

令和２年７月３１日までの 
検査で判明した１６３人を対象 

感染者の約８割は、軽症～中等症である。酸素投与が必要な重症者は約８％で、ICU管理が必要な患者はこれま
で６名であった。死亡者は３名。第二波で感染者が増加する中で、脳症を併発する患者が１名あった 



⑦ 世代別重症度 
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20歳未満(13名） 

20代（34名） 

30代（8名） 

40代（10名） 

50代（16名） 

60代（12名） 

70代（3名） 

80歳以上（4名） 

無症状 軽症 肺炎 重症（酸素） 重症（ICU） 重症（脳症） 重篤 

○ 若年者であっても、入院期間を含めれば、無症状の割合は少なく、肺炎の
発症もある 
○ 中高年層は、肺炎の発症頻度が高く、重症化のおそれもある 

※第二波 100名 発症から退院までの症状 



⑧ 同居家族内感染の状況 令和２年８月６日までの 
検査で判明した１７３人を対象 

①第一波 

②第二波 

感染 

接触 

接触 

感染 

同居家族と接触のあった陽性者４２人に対し、家族の陽性者２４人 

１人 

（４２人） 
２．２人 

（９２人） 
０．６人 
（２４人） 

１人 
（６４人） 

２．５人 
（１５８人） 

同居家族と接触のあった陽性者６４人に対し、家族の陽性者３３人 

接触のあった同居家族 同居家族のある陽性者 陽性となった同居家族 

接触のあった同居家族 同居家族のある陽性者 陽性となった同居家族 

参考：第一波・第二波通算 同居家族と接触のあった陽性者１０６人に対し、家族の陽性者５７人 

１人 
（１０６人） 

２．４人 

（２５０人） 
０．５人 

（５７人） 
接触のあった同居家族 同居家族のある陽性者 陽性となった同居家族 

感染 接触 
検査者数に 

対する陽性率
は２３％ 

０．５人 
（３３人） 

検査者数に 
対する陽性率は 
２１％ 

検査者数に 
対する陽性率は 
２６％ 



⑨ 感染経路 
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2月 3月 4月 5月 6月 7月 

家族 県外 職場 病院 福祉 友人 不明 

13名 
8名 

41名 

1名 1名 

99名 

本県では、2月に院内感染で始まり、3月から県外の持ち込みが多くなり、7月に入ってからは、県外の持ち込み
が最も多くなった。また、若者の友人間の感染が多い状況である 

医療 
機関 



⑩ 感染経路（原因不明の割合） 
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2月 3月 4月 5月 6月 7月 

陽性者 

不明 

7.7% 12.5% 7.3% 8.1% 

和歌山市 
保健所管内：1名 

和歌山市 
保健所管内：1名 

和歌山市ＨＣ管内：1名 
橋本ＨＣ管内：2名 

和歌山市HC管内：5名 
海南HC管内：2名 
岩出ＨＣ管内：1名 

人 

感染経路が不明の割合は、感染者が急増した７月には感染者の８．１％となった。感染経路不明者は紀北地域に
見られたが、市中感染が増加している状況ではないと考える 

不明１名 不明１名 不明３名 不明８名 



⑪ 入院期間 
（名） 

※ ８月６日までに退院したものを計上。日数計算において、退院当日を不算入とした。 

平均日数 最長日数 

第一波 １８．８日 ５５日 

第二波 ８．１日 １４日 

令和２年７月３１日までの 
検査で判明した１６３人を対象 

第一波の入院期間の平均日数は約１９日でしたが、６月１２日
に退院基準が短くなったことから、入院期間の平均日数は約８
日と短くなった。 



まとめ 

検査

７月に入り、検査数が増加するとともに感染者も増加したことから、陽性率が高くなった。７月中の検査内訳は、肺炎等疑い患

者９７７名で、濃厚接触者８３６名であった。第一波では、肺炎等疑い患者１，７０８名で、濃厚接触者１，８１５名

であった。肺炎像の患者は季節的なこともあり、第一波より少ない。

感染者数
現在は、第二波の状況にあり、首都圏および大阪から人を介して県内への持ち込みによる感染例が急増した。７月３１日に

は、１日の感染者数としては最も多い１３名となった。

感染者内訳 第一波では、男女とも５０代が中心であったが、第二波では、２０代の若者が中心となっている。とくに男性の感染例が多い。

感染者症状
発熱、咳、全身倦怠感が多いが、第二波では、味覚異常・嗅覚異常を訴える方が多い。また、肺炎を併発する方は、感染者の

年代が低いこともあり、第一波より少ない。

重症度
感染者の約８割は、軽症～中等症である。酸素投与が必要な重症者は約８％で、ICU管理が必要な患者はこれまで６名で

あった。死亡者は３名。第二波で感染者が増加する中で、脳症を併発する患者が１名あった。

世代別重症者
第二波では、中年層では、肺炎の併発する割合が高く、重症者が多くなっている。また、若者では、陽性判明当初、無症状でも

経過中に味覚・嗅覚異常を呈する例が多い。

家族内感染
一人の感染者に対して、同居家族の濃厚接触者２．４人にＰＣＲ検査を行い、二次感染を起こしたのは、０．５人であり、

検査者数に対する陽性率は２３％であった。第一波と二波では大差がなかった。

感染経路

感染経路が不明の割合は、感染者が急増した７月には感染者の８．１％となった。感染経路不明者は紀北地域に見られた

が、市中感染が増加している状況ではないと考える。感染経路として、7月の感染例は県外からの持ち込みが多く、また友人間で

の感染例が多くなっている。

入院期間
第一波の入院期間の平均日数は約１９日でしたが、６月１２日に退院基準が短くなったことから、入院期間の平均日数は約

８日と短くなった。

ウイルス解析 第二波は、首都圏から大阪に感染が持ち込まれ、または直接、関東に行かれて県内に感染が拡大したとの結果であった。


